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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策効果を背景に、輸

出や個人消費などに一定の改善が見られた一方、海外景気の変動等不安定要因も発生し、先行き不透明な

状況で推移いたしました。 

医療業界におきましては、平成26年度診療報酬改定の内容が確定し、重症患者向け病床の承認要件の厳

格化や、回復期の患者向け病床（地域包括ケア病床）の新設等、医療機関の機能分化と在宅医療の充実を

促す施策が重点的に取り入れられております。全体の改定率は＋0.10％ですが、医療材料価格は▲0.05％

となり、当医療機器業界におきましては、消費増税への対応と合わせて、価格競争力の強化と、コスト削

減による収益力の向上が求められております。 

このような状況の下、当社グループでは、平成25年７月に福岡市内に新たなＳＰＤセンターを開設し、

福岡県を中心とする北部九州エリアにおける物流体制の拡充により、ＳＰＤ契約施設の増強に取組んでお

ります。また、主要取引先である急性期病院の施設の建替えや設備更新による医療機器や設備工事需要を

取り込むべく、本部・事業所一体での営業活動を強化しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は364億26百万円（前年同四半期比9.0％増）とな

り、利益面につきましては、売上増加に伴う売上総利益の増加により営業利益は６億55百万円（前年同四

半期比98.4％増）、経常利益は６億23百万円（前年同四半期比61.1％増）、四半期純利益は３億60百万円

（前年同四半期比80.6％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

① 医療機器販売業 

医療機器販売業のうち一般機器分野では、検査機器等の理化学備品の売上は減少しましたが、病院建

替えや設備更新に伴い、手術室ユニットシステムや超音波診断装置等の医療機器備品の売上が増加した

ことにより、66億73百万円（前年同四半期比12.7％増）となりました。一般消耗品分野では、ＳＰＤ契

約施設の増加に伴う医療機器消耗品の売上増加により173億61百万円（前年同四半期比4.3％増）となり

ました。低侵襲治療分野では、電子内視鏡システム等の内視鏡備品や、内視鏡処置用医療材料（ＩＶ

Ｅ）等の売上増加により86億94百万円（前年同四半期比15.1％増）となりました。メディカルサービス

分野では、新規開業取扱件数の増加はありましたが、放射線室関連の診断機器の売上減少により22億84

百万円（前年同四半期比3.0％減）となりました。医療情報分野では、医用画像情報システムや医療情報

システムの売上増加により12億７百万円（前年同四半期比62.6％増）となりました。 

この結果、医療機器販売業の売上高は362億21百万円（前年同四半期比9.1％増）、セグメント利益は 

10億76百万円（前年同四半期比45.9％増）となりました。 

② 医療モール事業 

医療モール事業におきましては、主として賃料収入により売上高は38百万円（前年同四半期比24.5％

増）、セグメント損失は12百万円（前年同四半期は23百万円のセグメント損失）となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（資産の部） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は170億22百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億２

百万円減少いたしました。流動資産は、現金および預金の減少により137億28百万円となりました。 

 

（負債及び純資産の部） 

負債は、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べて4億37百万円減少し、115億69

百万円となりました。また、純資産は前連結会計年度末に比べて２億34百万円増加し、54億52百万円とな

り、自己資本比率は32.0％となりました。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

当社は独立行政法人国立病院機構より本年２月28日より９か月間の指名停止措置を受けており、当該措

置の対象となる施設の前年度売上高は総売上高の約１割強であります。本年度につきましては第４四半期

の業績への影響が予想されますが、平成25年７月11日に公表しております連結業績予想つきましては、現

時点では変更はございません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社においては主に事業所別に、連結子会社においては個別に報告を受け、包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。 

 これらの事業セグメントを製品・サービスの類似性から、集約基準及び量的基準に基づいて集約したうえで、

「医療機器販売業」及び「医療モール事業」の２つを報告セグメントとしております。  

 「医療機器販売業」は、主に医療機器メーカーより仕入れた医療機器を、病院をはじめとする医療機関等に販売

しております。「医療モール事業」は、複数のクリニックが同一敷地内に立地し、各診療科の専門医が医療サービ

スを提供する複合型医療施設の運営を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成25年２月28日） 

（単位：千円） 

 
報告セグメント その他 

(注)１ 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

医療機器 
販売業 

医療モール 
事業 

計 

 売上高 
 
 

     

   外部顧客への売上高 33,124,319 30,924 33,155,243 253,314 － 33,408,558 

  セグメント間の内部売上高

又は振替高 
90,022 － 90,022 1,362 △91,384 － 

計 33,214,341 30,924 33,245,265 254,677 △91,384 33,408,558 

セグメント利益又は 
損失(△) 

737,924 △23,116 714,808 22,259 △406,564 330,503 

(注)１ 「その他」の区分は、主として自社グループ開発製品である整形外科用インプラントを製造・販売してお

ります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△406,564千円には、各報告セグメントに配分しない全社費用△

406,349千円、棚卸資産の調整額△214千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない親会社（提出会社）の管理部門等に係る費用であります。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当第３四半期連結累計期間（自  平成25年６月１日  至  平成26年２月28日） 
（単位：千円） 

 
報告セグメント その他 

(注)１ 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

医療機器 
販売業 

医療モール 
事業 

計 

 売上高 
 
 

     

   外部顧客への売上高 36,196,110 38,507 36,234,617 191,786 － 36,426,404 

  セグメント間の内部売上高
又は振替高 

25,142 － 25,142 510 △25,652 － 

計 36,221,252 38,507 36,259,760 192,297 △25,652 36,426,404 

セグメント利益又は 
損失(△) 

1,076,546 △12,013 1,064,533 14,997 △423,765 655,764 

(注)１ 「その他」の区分は、主として自社グループ開発製品である整形外科用インプラントを製造・販売してお

ります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△423,765千円には、各報告セグメントに配分しない全社費用△

424,268千円、棚卸資産の調整額502千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い親会社（提出会社）の管理部門等に係る費用であります。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

仕入及び販売の状況 

(1) 仕入実績 

仕入実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成25年６月１日 

 至 平成26年２月28日) 

前年同 

四半期比 

（％） 
金額(千円) 金額(千円) 

医療機器販売業 

機器 9,134,060 10,527,999 115.3 

消耗品 19,747,250 20,755,913 105.1 

医療情報 565,322 996,297 176.2 

小 計 29,446,634 32,280,210 109.6 

その他 154,330 122,910 79.6 

セグメント間内部取引額 △88,757 △24,662 27.8 

合 計 29,512,206 32,378,457 109.7 

(注) 上記金額は実際仕入額であり、消費税等は含まれておりません。 

 

(2) 販売実績 

販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成25年６月１日 

 至 平成26年２月28日) 

前年同 

四半期比 

（％） 
金額(千円) 金額(千円) 

医療機器販売業 

一般機器分野 5,920,335 6,673,817 112.7 

一般消耗品分野 16,639,339 17,361,678 104.3 

低侵襲治療分野 7,555,936 8,694,119 115.1 

メディカルサービス分野 2,356,257 2,284,494 97.0 

医療情報分野 742,472 1,207,143 162.6 

小 計 33,214,341 36,221,252 109.1 

医療モール事業 30,924 38,507 124.5 

その他 254,677 192,297 75.5 

セグメント間内部取引額 △91,384 △25,652 28.1 

合 計 33,408,558 36,426,404 109.0 

(注) 上記金額には消費税等は含まれておりません。 
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